
累積債務の処理の仕組み

〔資金運用部〕

３．８兆円
平 成 1 0 年 1 0 月

会計制度移行時

約２．８兆円 約１．０兆円

当面は、一般会計の歳出･歳入 H11～H60年度(50年間)において、
両面にわたる努力により対応 林野･土地等の資産処分、林産物収入(注）

等から発生する剰余金
（約１．０兆円）（注）最終的には将来の国有林野特会の

剰余金により確保される財源によ

り対応。
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